
毎
年
話
題
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
を

提
供
し
、
全
国
に
存
在
が
知
ら
れ
て

い
る「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
花
」（
福
山
市

西
深
津
町
７
｜
２
｜
41
、
塚
本
登
志
枝

館
長
、
電
０
８
４
・
９
２
５
・
１
１

８
７
、http://w
w
w
1.m
egaeg

g.ne.jp/~m
useum
-hana/）は
、

10
月
５
日
〔
金
〕
午
後
６
時
30
分
か

ら
リ
ー
デ
ン
ロ
ー
ズ
（
同
市
松
浜

町
）
大
ホ
ー
ル
で
女
優
・
浅
野
温

子
＝
写
真
＝
に
よ
る
「
よ
み
語
り
」

を
開
く
。

浅
野
は
数
多
く
の
ド
ラ
マ
や
Ｃ

Ｍ
に
出
演
す
る
日
本
を
代
表
す
る

女
優
だ
が
、
最
近
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

と
し
て
古
事
記
を
も
と
に
脚
色
し

た
日
本
の
神
話
や
様
々
な
物
語
の

「
よ
み
語
り
」
を
全
国
各
地
で
続
け

て
い
る
。
浅
野
の
福
山
で
の
公
演

は
、
09
年
に
行
わ
れ
た
「
日
本
神
話

へ
の
誘
（
い
ざ
な
）
い
」
に
続
い
て

２
回
目
。

今
回
は
日
本
の
神
話
「
古
事
記
」

が
編
纂
（
へ
ん
さ
ん
）
さ
れ
て
１
３

０
０
周
年
を
記
念
し
た
公
演
で
、
１

部
は
大
山
祇
神
社
（
現
・
愛
媛
県
今

治
市
大
三
島
町
）
の
二
人
の
御
女
と

父
親
の
話
「
コ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
姫
と
イ

ワ
ナ
ガ
姫
」、２
部
は「
因
幡
の
白
う

さ
ぎ
」
の
話
「
オ
オ
ナ
ム
チ
、
愛
す

る
母
と
の
別
れ
」。

全
席
指
定
で
、
入
場
料
は
Ｓ
席
５

千
円
、Ａ
席
４
千
円
、Ｂ
席
３
千
円
。

２
階
に
高
校
生
を
招
待
す
る
。

「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
花
」は
、福
山
市

街
地
が
一
望
で
き
る
小
高
い
所
に

２
０
０
０
年
秋
オ
ー
プ
ン
。

元
ミ
ス
尾
道
の
女
性
カ
メ
ラ
マ

ン
・
中
元
紀
子
さ
ん
が
指
導
す
る

「
カ
メ
ラ
女
子
会
」
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
る
。

尾
道
市
内
を
巡
る
「
ふ
ぉ
と
旅
in

尾
道
」
雑
貨
店
・
カ
フ
ェ
め
ぐ
り
編

を
８
月
17
日
〔
金
〕
午
前
11
時
｜
午

後
４
時
、
同
街
な
み
散
策
編
を
18
日

〔
土
〕
午
前
10
時
｜
午
後
３
時
に
催

す
。
共
に
女
子
の
み
募
集
し
て
お

り
、
参
加
費
は
３
５
０
０
円
に
飲
食

代
１
千
円
が
必
要
。
定
員
は
15
人
。

問
い
合
わ
せ
は
世
羅
高
原
農
場
（
世

羅
郡
世
羅
町
別
迫
１
１
２
４
｜
11
、

電
０
８
４
７
・
24
・
０
０
１
４
）
の

吉
宗
さ
ん
ま
で
。

福
山
・
尾
道
・
笠
岡
木
鶏
ク
ラ

ブ
は
８
月
４
日
〔
土
〕
午
後
６
時
30

分
か
ら
、
水
澤
心
吾
の
一
人
芝
居

「
決
断
　
命
の
ビ
ザ
“
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
”

杉
原
千
畝
物
語
」
を
福
山
市
沖
野
上

町
の
ア
ル
セ
で
催
す
。

杉
原
は
戦
時
中
、
リ
ト
ア
ニ
ア
駐

在
の
外
交
官
と
い
う
役
職
を
利
用

し
て
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
に
迫
害
さ
れ

た
６
千
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
命
を
救

っ
た
。
舞
台
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
活
躍

中
の
名
優
・
水
澤
は
、
05
年
か
ら
こ

の
一
人
芝
居
を
続
け
、
08
年
に
は
米

国
で
エ
レ
ノ
ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト

賞
に
も
輝
い
て
い
る
。

会
費
は
２
千
円
で
、
当
日
券
も
あ

る
。
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
尾

道
木
鶏
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
相
川
経
営

労
務
事
務
所
、
電
０
８
４
８
・
48
・

５
６
５
１
）
ま
で
。
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７
月
９
日
、
広
島
県
主
催
の
「
鞆

地
区
の
地
域
振
興
に
関
す
る
住
民

説
明
会
」
に
参
加
し
た
。
残
念
な
が

ら
架
橋
を
望
む
多
く
の
住
民
が
ボ

イ
コ
ッ
ト
し
た
。
８
年
前
の
市
長
選

に
お
け
る
羽
田
市
長
の
公
約
の
１

丁
目
１
番
地
は
「
鞆
港
の
埋
め
立
て

架
橋
」
で
あ
り
、
市
長
を
説
得
せ
ず

に
長
年
に
わ
た
り
架
橋
を
待
ち
望

ん
で
き
た
住
民
を
説
得
す
る
こ
と

は
か
な
り
の
困
難
が
予
測
さ
れ
る
。

市
長
は
政
治
生
命
を
賭
け
て
架
橋

を
推
進
し
て
き
た
の
だ
か
ら
、
そ
の

市
長
に
翻
意
を
促
す
知
事
の
責
任

は
重
大
だ
。
政
治
は
数
字
や
「
良

い
・
悪
い
」
だ
け
で
は
決
ま
ら
な

い
、
感
情
に
も
左
右
さ
れ
る
の
だ
。

と
こ
ろ
が
世
間
の
評
価
は
ど
う
も

市
長
に
分
が
悪
い
。
架
橋
に
こ
だ
わ

る
市
長
や
鞆
の
住
民
を
批
判
す
る

の
は
た
や
す
い
、
し
か
し
合
意
が
得

ら
れ
な
け
れ
ば
知
事
の
ト
ン
ネ
ル

案
も
前
進
し
な
い
だ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
書
く
と
、
大
田
は
市
長

寄
り
だ
と
言
う
人
も
い
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
私
は
市
長
寄
り
で
も

知
事
寄
り
で
も
な
い
。
そ
も
そ

も
架
橋
案
は
30
年
前
の
車
社

会
を
前
提
と
し
、
街
中
の
通
過

交
通
の
排
除
を
主
眼
に
置
い
た

も
の
だ
。
そ
の
点
は
今
回
知
事

が
提
案
し
た
ト
ン
ネ
ル
案
と
同

じ
だ
が
、
車
社
会
は
す
で
に
衰

退
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
知

事
も
市
長
も
気
付
い
て
お
ら
れ
る

の
だ
ろ
う
か
。
今
後
の
福
山
市
の
生

産
者
人
口
は
減
少
し
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
。

20
年
も
す
れ
ば
車
で
通
勤
す
る
人

も
観
光
に
来
る
人
も
大
幅
に
減
る
。

つ
ま
り
架
橋
も
ト
ン
ネ
ル
も
先
行

き
の
短
い
計
画
と
言
え
る
。

知
事
も
市
長
も
、
鞆
の
活
性
化
策

は「
観
光
」と
位
置
づ
け
て
い
る
が
、

今
後
50
年
と
い
う
長
期
的
な
ス
パ

ン
で
観
光
客
を
鞆
に
呼
び
寄
せ
、
永

続
的
な
産
業
と
し
て
雇
用
を
確
保

す
る
に
は
、
公
共
交
通
の
整
備
が
有

効
と
考
え
る
。
私
の
案
は
昭
和
29
年

ま
で
福
山
駅
と
鞆
を
結
ん
で
い
た

「
鞆
軽
便
鉄
道
」の
復
活
だ
。幸
い
駅

前
か
ら
水
呑
ま
で
４
車
線
と
な
っ

て
お
り
、
軌
道
を
敷
設
す
る
ス
ペ
ー

ス
は
あ
る
。
広
島
駅
か
ら
宮
島
ま
で

走
る
民
営
の
広
島
電
鉄
と
同
じ
イ

メ
ー
ジ
で
良
い
。
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
列
車

の
形
を
し
た
Ｌ
Ｒ
Ｔ
（
路
面
電
車
）

が
田
尻
の
坂
を
越
え
、
瀬
戸
内
海
に

浮
か
ぶ
仙
酔
島
が
見
え
た
時
の
素

晴
ら
し
さ
は
宮
島
線
を
超
え
る
の

で
は
な
い
か
。
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知
事
が
鞆
の
架
橋
計
画

を
撤
回

10/５にリーデンローズで
浅野温子による「よみ語り」
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中
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募
る
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澤
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ア
ル
セ
で
４
日
公
演




